
あなたと市政をむすぶ議会情報誌 ９月定例会特集

さんようおのだ 第14号

発行日：平成 20 年 11月15日 発行：山陽小野田市議会

精一杯歌うことは　精一杯生きること
高千帆中学校　文化祭（11月１日）



議
会
概
要
、
目
次
…
…
…
…
… 

２

委
員
会
リ
ポ
ー
ト

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
…
… 

３

　

民
生
福
祉
常
任
委
員
会
…
… 

４

　

建　
　

設
常
任
委
員
会
…
… 

５

　

環
境
経
済
常
任
委
員
会
…
… 

６

研
修
視
察
報
告
・
お
知
ら
せ
… 

７

一
般
質
問

　

小
野　
　

泰　

議
員
…
…
… 

７

　

伊
藤　
　

實　

議
員
…
…
… 

８

　

吉
永　

美
子　

議
員
…
…
… 

８

　

尾
山　

信
義　

議
員
…
…
… 

９

　

河
野　

朋
子　

議
員
…
…
… 

９

　

佐
村
征
三
郎　

議
員
…
…
… 

10

　

二
歩　

材
臣　

議
員
…
…
… 

10

　

大
空　

軍
治　

議
員
…
…
… 

11

　

山
田　

伸
幸　

議
員
…
…
… 

11

　

中
元　
　

稔　

議
員
…
…
… 

12

　

好
川　

桂
司　

議
員
…
…
… 

12

　

岩
本　

信
子　

議
員
…
…
… 

13

　

中
島　

好
人　

議
員
…
…
… 

13

　

伊
藤　
　

武　

議
員
…
…
… 

14

　

河
村　

雅
伸　

議
員
…
…
… 

14

　

衛
藤　

弘
光　

議
員
…
…
… 

15

　

岡
田　
　

事　

議
員
…
…
… 

15

新
コ
ー
ナ
ー
…
…
…
…
…
…
… 

16

市
民
の
声
…
…
…
…
…
…
…
… 

16

　

野
村　

浩
一　

さ
ん

 

（
山
陽
Ｊ
Ｆ
Ｃ
監
督
）

編
集
室
よ
り も

く
じ

　９月定例会は、平成 20 年９月９日から 10 月７日
までの29日間開催されました。一般会計や特別会計・
公営企業会計の平成 19 年度決算認定を慎重審議し、
平成 20 年度の補正予算や条例改正も可決しました。

件　　　　　名 可決○ 否決×

決
算
認
定

平成 19 年度一般会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度訪問看護ステーション事業特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度土地取得特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度駐車場事業特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度老人医療特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度小型自動車競走事業特別会計歳入歳出決算認定 ○
平成 19 年度病院事業決算認定 ○
平成 19 年度水道事業決算認定 ○
平成 19 年度工業用水道事業決算認定 ○

補
正
予
算

平成 20 年度一般会計補正予算（第３回） ○
平成 20 年度国民健康保険特別会計補正予算（第２回） ○
平成 20 年度介護保険特別会計補正予算（第１回） ○
平成 20 年度下水道事業特別会計補正予算（第１回） ○
平成 20 年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第１回） ○

条
例

市議会政務調査費の交付に関する条例及び市執行機関の附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○
市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当支給条例の制定 ○
公益法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○
宿泊研修施設きらら交流館条例の一部を改正する条例の制定 ○
体育施設条例の一部を改正する条例の制定 ○
認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○
農業経営基盤強化資金利子補給金に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○
下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定 ○

そ
の
他

市営土地改良事業の計画の変更 ○
字の区域の変更 ○
大型化学消防車の購入 ○
消防ポンプ自動車の購入 ○
健全化判断比率及び資金不足比率 ○

意
見
書

社会保障関係費の 2,200 億円削減方針の撤回を求める意見書の提出 ○
生活品の物価高騰に対する緊急対策を求める意見書の提出 ○

議会
９月 平成19年度　決算認定

議 案 採 決 の 結 果
議会も市民まつりに参加しました。

江汐公園（10月26日）
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■19年度決算認定■
　職員の研修について、どのように考え

ているか。
　人材育成基本方針を近々発表する。

人材育成には研修を充実することが必要不可
欠で、これまで以上に研修の機会を与え、資
質の向上、公務員としての使命感や倫理観な
ど高めてもらいたい。

　心の支援員４人体制で十分な対応はで
きるのか。

　十分な対応はできていないと考えて
いる。

　19 年度の全国学力テストの結果を発
表するのか。また、それを受けて今後どのよ
うな対策を取るのか。

　公表については非常に微妙な問題で
ある。教育委員会会議で本市においては公表
しないという結論に達した。ただ各学校、個
人には結果を知らせる。学校はその情報を十
分検討し、各学校ごとに対策を立て、教育委
員会と互いにどうすればいいのか検討する。

（賛成多数）　
■平成20年度補正予算（第３回）■

　小学校費 5,537 万 1,000 円、中
学校費 2,498 万 3,000 円は学校耐震化に伴う
耐震診断を業務委託する費用としての増額
で、市内の小学校７校 16 棟分、中学校４校
８棟分である。　

　今回 24 棟だが、全体では 40 棟ぐらい
が対象ではないか。

　耐震化推進計画は２期に分け
ている。23 ～ 27 年度、28 ～ 32 年度で、そ
の第１期分と理解していただきたい。

（賛成多数）　

■19年度土地取得特別会計決算認定■
　今後は土地の購入は一般会計で直買い

をするのか、それとも土地開発公社で買うの
か。

　市から先行取得の申し出があれば
公社経営健全化対策委員会で慎重に協議する
が、現状では地価は下降気味で先行取得は今

の時期にそぐわない。
（賛成多数）　

■宿泊研修施設きらら交流館条例の一部を
改正する条例の制定■

　これまでは研修される方の
宿泊に限定していたが、研修でなくても宿泊
できるようにする。また、指定管理者制度を
導入できるようにするための改正で、宿泊料
金は研修と一般では別の料金体系とする。
　研修目的以外の方が早くから宿泊予約

されると、本来の研修をしたい方が研修でき
ない事態になる。研修以外の宿泊の申し込み
をいつからするのか。

　きらら交流館は生涯学習の宿
泊施設である目的は変えないので、指定管理
者制度により運営するにしても確保すべき部
分だと思う。

（賛成多数）　
■体育施設条例の一部を改正する条例の制定■

　市として指定管理制度導入を
進める中、市の体育施設 12 施設を一括して
21 年度から指定管理に移行したい。
　12 施設を一括でとのことだが、分割

との意見はなかったのか。
　事務所をどこに置くのかいろ

いろ検討したが、一括でいくという結論に
至った。応募して応募者がいなければ柔軟に
対応する。

（全員賛成）　

委 員

一般会計

人事課長

委 員

教育長

委 員

教育長

教育総務課長

委 員

教育総務課長

特別会計

委 員

管財課長

条　　例

委 員

きらら交流館長

社会教育課長

委 員

体育振興課長

体育振興課長

総務文教

きらら交流館
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■19年度決算認定■
　ワンストップサービスの充実と出張所

の縮小についての考え方はどうか。
　市内全域でどこが良いかを検討し

ている。統廃合についてはわからないが、将
来は自動交付機の導入を検討していく。
　住居表示の今後の説明会等の予定はど

うなっているか。
　５年から 10 年先を見通した実施計

画を作り、説明のうえ同意を得た地域から実
施していく。
　指定管理者委託料について、個々の授

産施設等からはどのような意見があるか。
　経費を節減して効率的に運営

していくことが目的だが、利用者と職員の信
頼関係がないといけない。指定管理者が代わ
ることは利用者に影響も出る。
　後期高齢者医療広域連合に対して情報

開示を求めるべきではないか。
　負担金の算出根拠は示

されるが、負担金が何に使われたのか今後開
示を求めたい。
　一時保育サービス事業は年々伸びてい

くという見通しはあるのか。
　現在は私立で６園、公立で３

園が実施しており、今後も増やしていきたい。
　児童館の指定管理で要員不足等の問題

はないか。
　指導者の増員も考えなくては、

各児童クラブの態勢が回らない状況であり、
充実させていきたい。
　健康相談や健康指導の今後の事業展開

はどうか。
　一人当たりに関わる

時間が長くなり保健師にかかる負担は増して
いる。内容の充実が重要だと考えており、事
務職・看護師・栄養士と連携を強化する。

（賛成多数）　

■19年度国民健康保険特別会計決算認定■
　国策的な電算システムの構築費用に対

しては国がもっと負担すべきではないか。
　全国市長会が要望書を提出し

ており、県の市長会でもお願いしたい。
　高額療養費の割合が高いことに対する

分析はしているか。
　ベッド数が非常に多く、

診療科目・診療所も多い。医療に関して恵ま
れた環境にあり、受診率が県平均に比べ高く
なっていることが要因ではないか。
　現年度の収納率 92.79％を引き上げる

対策はしているか。
　口座振替による収納が

世帯数で 64％あり、前期高齢者も特別徴収
が始まるので若干伸びてくる。引き続き口座
振替の推進を行うが、コンビニ収納は手数料
の問題もあり考えていない。

（賛成多数）　

■19年度病院事業会計決算認定■
　統合後の病院職員数についての認識は

どうか。
　現時点では充足しているが、

年度途中で退職者が出た場合には看護師不足
は免れない。医師は山陽市民病院から３名来
たが、脳外科・眼科が減っているので全体的
には医師不足である。
　不納欠損に対する債権特別対策室との

連携はどうか。
　病院は適用外で独自で行ってい

る。今後は市と連携をとりながら進めていき
たい。
　ジェネリック薬品の使用状況の推移に

ついてはどうか。
　山陽市民病院はほとんどが

ジェネリックであった。小野田市民病院も増
えている状況である。すべて良いという訳で
はないので、薬事審議会で信用度や信頼度を
検討しながら前向きに行なっている。
　新病院建設構想の中間答申以降どのよ

うな審議がされたか。
　まだ紆余曲折の段階で最終

答申まで至っていない。病院だけの考えだけ
ではできないので、市全体の財政を見ながら
でないと進めない。
　病院改革プランの進捗状況はどうか。

　今年作成する予定である。数字
等々も入ってくるが、20 年度以降の決算を
見て修正もせざるを得ない。

（賛成多数）　

一般会計
委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

特別会計
委 員

委 員

市民課長

市民課長

高齢障害課長

国保年金課課長補佐

児童福祉課長

児童福祉課長

健康づくり推進課技監

国保年金課課長補佐

企業会計
委 員

病院事業管理者

委 員

病院局次長

委 員

委 員

委 員

国保年金課長

委 員

国保年金課課長補佐

病院事業管理者

病院事業管理者

病院局次長

民生福祉
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■19年度決算認定■
　有帆大休線の立ち退きの件は、市道で

いけば４～５軒が市の管轄になっているの
か。

　道路は市道だが、事業は県が行
なっている。市の負担は事業費の約 2割で、
残りは県が道路改良を行なっている。市は
この２割で用地あるいは家屋の補償をしてい
る。県との整合を取りながら事業を進めてい
る。でき上がれば市道有帆大休線となる。

　住宅使用料の現年と過年の収納率はど
うなっているか。

　現年は 94.29％で、大体横ば
いで推移している。また、過年は 27.96％で
毎年 1.5％ずつくらい上がってきている。他
の市町は、皆 10％台ということであるので、
本市だけが突出して今 30％近くになってい
る。

（全員賛成）　

■19年度駐車場事業特別会計決算認定■
　昨年度に比べて利用台数が減った理由

は把握しているか。
　単純に金額と台数から考える

と、１台当たりの駐車時間が延びたのではな
いかと分析している。

（全員賛成）　
■19年度下水道事業特別会計決算認定■

　高資本費対策借換債による繰上償還
で、金利軽減額はどのくらいになるか。

　１億 768 万 3,000 円になる。
　19 年度末での普及率は 45.1％である

が、１年間で何％上がったのか。
　44.1％から１％上がった。

（全員賛成）　
■19年度農業集落排水事業特別会計決算認定■

　小野田西地区ではアパートや新しく家

が建った時には、使用を認めるという考え方
でいいのか。

　新規については、17 年度から受
け入れている。

（全員賛成）　

■19年度水道事業決算認定■
　徴収の一元化を行った場合、水道と一

般会計とどちらにメリットがあるか。
　一般会計は、下水道の賦課事

務、集金事務について水道局が行うので当然
事務量が減っていく反面、水道局にかかる負
担が増えることになる。徴収の一元化につい
ては、現在協議をしている。
　水源涵養林について、今後はどうして

いく考えか。
　目標として、15 年間で 30ha

購入ということでやっているのでこのまま続
けていきたい。
　山陽小野田市だけでなくて、県や他市

にも働きかけ、広域でやってほしい。
（全員賛成）　

■19年度工業用水道事業決算認定■
　渇水で給水制限が行われているが、企

業に影響は出ていないか。
　最近渇水がある程度恒常的

になっているので、20 ～ 30％くらいであれ
ば企業内努力でなんとかしているが、50％を
超えると企業として厳しいようである。

（全員賛成）　

■下水道事業受益者負担に関する条例の
一部を改正する条例の制定■

　現在、本市において報奨金制度
が存在するのは、下水道受益者負担金のみで
あり、他の市税などとの格差の是正と負担の
公平性を考慮し廃止することにした。
　前納報奨金制度を廃止した場合の影響

額はどのくらいになるか。
　受益者負担金の前納報奨金とし

て、20 年度は約 260 万円予算計上している
ので、この金額に近い金額が軽減できる。

（全員賛成）　

委 員

一般会計

建設部次長

委 員

建築住宅課長

特別会計

委 員

都市計画課長

委 員

下水道課長
委 員

下水道課長

委 員

下水道課長

企業会計

水道局総務課長

水道局副局長

委 員

委 員

水道局副局長

委 員

委 員

条　　例

委 員

下水道課長

下水道課長

建　　設

委 員 会 リ ポ ー ト
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■19年度決算認定■

　消防団員の退職報償金は一人いくらく
らいあるのか。

　在職５年以上の団員で、
年数・階級によって変わるが、昨年度の実
績では一番多い方で、53 年勤められて 85 万
9,000 円である。少ない方は６年２カ月で 14
万 4,000 円という金額になっている。
　これはどこから入ってくるのか。

　団員１名に対
しての掛け金を
納め、基金から
入ってくる。

　ごみ焼却場は平成 26 年までに合併特
例債を使う前提で計画を立てるとのことだ
が、斎場とし尿処理場も老朽化が著しくて建
替えが必要な時期にきていると思う。計画な
り見通しなり話し合っているか。

　それぞれ昭和 55 年前後に建てた施
設ばかりである。非常に老朽化している。た
だ、この施設を全部いっぺんにすると、100
億円以上の経費がかかると思う。どれを最優
先するか検討した結果、一番緊急を要するの
は山陽浄化センターである。小野田浄化セン
ターを基幹整備して能力アップし、山陽分を
一緒に処理していきたい。斎場は順次炉の改
修を行う。

　ナルトビエイを 732 匹駆除したとのこ
とだが、それはどう使われているか。

　100 匹ほど食材化した。
残りは鳥の餌や高級潤滑油に再利用してい
る。焼却処分という形をとったこともあるが、
とんでもない量なので焼却処分は初めからす
べきではなかったと反省している。

（全員賛成）　

■20年度補正予算（第３回）■

　畜産基盤再編総合整備事業補助金とは
具体的にどういうことをしたのか。

　石束・不動寺原地区の奥に藤
井牧場がある。そこで牛を飼っているが、規
模を拡大すると聞いている。耕畜連携の循環
型農業のための堆肥舎も設置する。また、補
正として水路延長を増工するものである。

（全員賛成）　

■19年度小型自動車競走事業特別会計決算認定■

　元々の目的は収益が上がってそれをど
う使うかというのが本来の目的で、その目的
が失われている現在、オート自体を続けてい
く意義が現状ではなくなっている。ＪＫＡ（旧
日本小型自動車振興会）や国の考え方はどう
なっているか。

　これまで、経済産業省お
よびＪＫＡの主導の下、７施行者が構造改革
を行ってきた。現在のところ、それほど儲かっ
ていないが、全場において収支が向上してい
る。従って、ＪＫＡとしては当然続けていく
方針だ。経済産業省もＪＫＡの意向を踏まえ、
続けていく方針である。

（全員賛成）　

■市営土地改良事業の計画の変更■

　補助の負担割合はどうなっているか。
　国が 50％、県が 25％、市が

24.5％、地元が 0.5％である。
　安くなった分だけ地元の負担が減るの

か。
　そうである。

（全員賛成）　

一般会計

消防団員募集中
委 員

消防本部総務課長

委 員
消防本部総務課長

お金がないので
委 員

環境課長

命をいただいているのです

農林水産課課長補佐

委 員

牛 30 頭から 80 頭へ
委 員

農林水産課長

特別会計

継続していく
委 員

公営競技事務所長

その他

ため池の工事費 1,200 万円の減額
委 員
農林水産課長

委 員

農林水産課長

環境経済

消防団員に
なりませんか。

委 員 会 リ ポ ー ト
さんようおのだ議会だより
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上
下
水
道
の
統
合
は

　

水
道
事
業
に
お
い

て
は
料
金
の
統
一
が
未
実
施
で

あ
る
た
め
、
少
な
く
と
も
年
度

末
ま
で
に
は
料
金
の
統
一
を
図

れ
な
い
か
。
ま
た
、
料
金
収
納

業
務
の
一
元
化
と
窓
口
の
一
本

化
に
よ
る
申
請
手
続
等
の
簡
素

化
お
よ
び
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
会
計
は
別
々
で

あ
っ
て
も
上
下
水
道
の
組
織
統

合
を
図
れ
な
い
か
。

　

平
成
21
年

４
月
の
料
金
統
一
に
向
け
て
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。　

現
在
、
担
当
部

局
レ
ベ
ル
で
徴
収
一
元
化
に
向

け
た
協
議
に
入
っ
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施

で
き
る
よ
う
協
議
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
組
織
の
統
合
に
つ

い
て
は
、
行
政
改
革
大
綱
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
で
水
道
局

と
下
水
道
課
の
部
門
統
合
を
し

て
、
一
括
管
理
・
運
営
を
す
る

方
向
で
現
在
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

徴
収
一
元
化
は
で
き

る
だ
け
早
く
す
る
べ
き
で
は
あ

る
が
、
来
年
春
か
ら
と
は
い
か

な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

組
織
統
合
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
こ
の
統
合
が

実
現
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

く
。合

併
特
例
債
の
活
用
を

　

財
政
が
極
め
て
厳

し
い
本
市
に
と
っ
て
は
、
合
併

特
例
債
が
有
利
な

地
方
債
で
あ
っ
て

も
、
そ
の
大
幅
な

活
用
が
結
果
と
し

て
財
政
健
全
化
対

象
団
体
へ
の
転
落

を
招
く
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
の
活
用
を
控
え

て
き
た
。し
か
し
、

将
来
の
見
通
し

が
つ
き
つ
つ
あ
る

今
、
早
急
に
合
併

特
例
債
活
用
の
議

論
を
進
め
、
必
要

な
建
設
事
業
、
特

に
大
規
模
事
業
の
着
手
に
向
け

取
り
組
み
、
合
併
特
例
債
活
用

事
業
を
市
民
に
示
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。　

実
施
計

画
の
策
定
を
受
け
、
本
年
度
中

に
合
併
特
例
債
の
適
用
可
能
な

事
業
の
洗
い
出
し
に
着
手
す

る
。
21
年
度
中
に
は
事
業
評
価

を
終
え
、
実
施
事
業
の
計
画
案

を
策
定
し
て
市
民
に
示
す
。
22

年
度
末
ま
で
に
は
事
業
決
定
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。事
業
の
本
格
的
な
実
施
は
、

23
年
度
以
降
と
考
え
て
い
る
。

　

議
会
だ
よ
り
は
現
在
右
綴
じ
に

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
左
綴
じ

に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
見
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
編
集
委

員
会
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
よ
り
読
み
や
す
い
紙
面
に
な

る
か
、
日
々
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
そ
の
点
も
あ
わ
せ
て
検
討
中

で
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　

京
都
府
宇
治
市
よ
り
、
議
会
だ

よ
り
の
視
察
に
来
ら
れ
、
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
本
市
の
議
会
だ

よ
り
が
、
議
員
が
中
心
と
な
っ
て

作
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
話
を

聞
き
に
来
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
11
月
25
日
に
も
、
大
分

県
杵
築
市
か
ら
の
視
察
を
受
け
る

予
定
で
す
。

　

平
成
20
年
８
月
27
・
28
日
で
埼

玉
県
羽
生
市
と
草
加
市
へ
行
政
視

察
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

徴
収
の
一
元
化

　

羽
生
市
の
水
道
事
業
は
、
事

業
着
手
当
初
は
深
井
戸
取
水
で

し
た
が
、
現
在
で
は
利
根
川
の
浄

化
さ
れ
た
県
水
を
受
水
し
、
給
水

を
行
っ
て
お
り
、
普
及
率
は
99
・

94
％
で
す
。

　

下
水
道
事
業
は
、
事
業
着
手
し

て
以
来
、
事
業
面
積
は
599 

ha
で
、

平
成
19
年
度
の
整
備
面
積
は
402
・

28 ha
で
、整
備
率
67
・
16
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

徴
収
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、

料
金
収
納
シ
ス
テ
ム
の
電
算
化
に

伴
い
、
上
・
下
水
道
事
業
の
徴
収

業
務
の
一
元
化
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
ま
す
。
徴
収
業
務
は
、
約
８

割
が
口
座
振
替
で
、
２
割
が
納
付

書
に
よ
る
自
主
納
付
と
な
っ
て
お

り
、
滞
納
整
理
に
つ
い
て
は
、
上
・

下
水
道
の
職
員
が
一
緒
に
行
っ
て

い
ま
す
。

水
道
事
業
の
広
域
化

　

草
加
市
の
水
道
事
業
は
、
埼

玉
県
か
ら
の
県
水
85
％
、
自
己

水
15
％
で
、
計
画
給
水
人
口
25

万
５
千
人
、
一
日
最
大
給
水
量
10

万
５
４
０
０
㎥
を
供
給
し
て
い
ま

す
。
県
水
の
浄
化
さ
れ
た
利
根
川

水
が
各
自
治
体
に
送
水
さ
れ
、
安

価
で
受
水
で
き
る
の
が
大
き
な
利

点
で
す
。

　

水
道
事
業
の
広
域
化
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
受
け
、埼
玉
県
で
は
、

平
成
18
年
度
に
水
道
事
業
の
抱
え

る
様
々
な
問
題
と
水
道
に
求
め
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
広
域
化
と
い
う

手
段
で
解
決
す
る
方
策
を
研
究
・

検
討
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
は
、３
市
１
企
業
団（
さ

い
た
ま
市
、
草
加
市
、
鳩
ヶ
谷
市
、

越
谷
・
松
伏
水
道
企
業
団
）
と
営

業
業
務
シ
ス
テ
ム
や
財
務
会
計
シ

ス
テ
ム
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ

ス
を
共
有
し
、
新
た
な
広
域
化
概

念
で
「
管
理
の
一
体
化
」
を
図
っ

て
い
ま
す
。
一
方
で
水
道
事
業

の
広
域
化
が
進
ま
な
い
理
由
と
し

て
、
水
道
料
金
や
財
政
状
況
の
問

題
点
、
立
地
条
件
と
事
業
規
模
に

よ
る
経
営
の
格
差
等
か
ら
広
域
化

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
い

と
考
え
て
い
る
事
業
体
も
あ
り
、

現
状
で
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　

こ
の
度
の
視
察
で
感
じ
た
こ
と

は
、
関
東
圏
・
関
西
圏
、
そ
し
て
、

山
口
県
の
よ
う
な
地
方
で
は
、
地

理
的
な
も
の
や
水
源
の
問
題
等
に

よ
っ
て
水
道
事
業
の
業
務
形
態
も

全
然
違
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
都

道
府
県
の
関
わ
り
も
そ
の
地
域
ご

と
に
全
然
違
っ
て
い
る
の
を
目
の

当
た
り
に
し
て
水
道
事
業
の
経
営

の
難
し
さ
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し

た
。

議
員

水
道
局
副
局
長

建
設
部
長

議
員

企
画
政
策
部
次
長

１

２

上
下
水
道
統
合
に
よ
る
効
率
化
を

小
野　

泰　
議
員

市
長

建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察
報
告

お 知 ら せ

検
討
し
て
い
ま
す

視
察
に
来
ら
れ
ま
し
た

山陽水処理センター

委 員 会 リ ポ ー ト
さんようおのだ議会だより
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ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

気
象
庁
か
ら

大
雨
洪
水
高
潮
注
意
報
、
警
報

等
発
表
さ
れ
る
と
職
員
が
防
災

活
動
を
行
う
よ
う
に
定
め
て
い

る
。
被
害
が
想
定
さ
れ
る
場
合

に
は
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置

や
避
難
所
を
開
設
し
、
早
め
の

対
応
を
し
て
い
る
。
平
成
22
年

か
ら
は
、
気
象
台
か
ら
ピ
ン
ポ

イ
ン
ト
で
予
報
が
出
さ
れ
る
と

い
う
ふ
う
に
聞
い
て
い
る
。

　

老
朽
化
、
耐
震
化
等

に
よ
る
市
内
公
共
施
設
の
統
廃

合
、
再
編
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。　

公
共
施
設
の

統
廃
合
、
再
編
は
市
町
村
合
併

に
よ
る
効
率
化
実
現
の
大
き
な

項
目
の
ひ
と
つ
で
、
建
設
費
や

維
持
管
理
コ
ス
ト
縮
小
の
面
か

ら
も
検
討
す
る
。
今
年
度
末
ま

で
に
公
共
施
設
の
将
来
構
想
を

作
成
す
る
。

学
校
耐
震
化
事
業

前
倒
し
を
高
く
評
価
す
る

　

公
共
施
設
の
整
備
計

画
の
優
先
順
位
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

　

合
併
特
例

債
に
適
債
し
た
事
業
に
優
先
順

位
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
最
優
先
は
学
校
耐

震
化
事
業
だ
と
思
う
。

　

学
校
耐
震
工
事
と

学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
の

今
後
の
動
向
は
ど
う
か
。

　

第
一
に
子
ど
も

の
安
心
、
安
全
で
あ
る
。
次

に
教
育
の
充
実
で
あ
る
。
早

急
に
耐
震
第
二
次
診
断
を
し

て
、
そ
の
結
果
に
よ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
枠
組
み
を
検
討
す

る
。

　

公
共
施
設
の
整
備

計
画
は
総
合
計
画
実
現
に
向

け
重
要
な
案
件
で
あ
る
。
最
優

先
に
位
置
付
け
ら
れ
た
学
校
耐

震
化
事
業
に
関
連
す
る
市
内
学

校
適
正
規
模
適
正
配
置
の
問
題

を
市
長
部
局
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

子
ど
も
の
安
心
、
安

全
、
そ
し
て
教
育
の
充
実
で
、

そ
れ
に
絡
ま
せ
る
形
で
適
正

配
置
適
正
規
模
等
の
問
題
が

あ
る
。
第
二
次
診
断
の
結
果
が

出
て
み
な
い
と
様
々
な
選
択
肢

を
今
は
選
択
で
き
な
い
。
議
員

の
質
問
に
は
示
唆
に
富
む
点
が

多
々
あ
っ
た
と
思
う
。
当
然
、

教
育
委
員
会
も
そ
う
い
う
こ
と

を
参
考
に
し
て
、
模
索
を
さ
ら

に
深
め
る
と
思
う
。時
期
的
に
、

時
間
的
に
も
う
少
し
待
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

目
に
見
え
る
活
動
と
し
て

　

自
主
防
災
組
織
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
う
え
で
大
き

な
力
を
発
揮
す
る
防
災
士
の
育

成
に
つ
い
て
予
定
は
ど
う
か
。

　

資
格
取
得
に

高
額
な
経
費
が
か
か
る
の
で
、

若
干
課
題
が
残
る
。

　

下
村
東
の
よ
う
に
モ

デ
ル
と
な
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
お
ら
れ
る
自
主
防
災
組
織

で
、
市
が
補
助
を
出
し
て
防

災
士
を
ま
ず
１
人
作
っ
て
ほ
し

い
。

　

私
待
望
の
青
色
回
転

灯
装
備
車
が
導
入
さ
れ
た
。
市

民
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
見

え
る
活
動
が
開
始
さ
れ
感
謝
し

て
い
る
。
山
陽
総
合
事
務
所
に

も
１
台
配
置
で
き
な
い
か
。

　

１
台

置
く
と
い
う
こ
と
で
進
め
た

い
。

学
校
に
子
ど
も
を
戻
そ
う

 

不
登
校
対
策
と
し
て
、

「
心
の
支
援
員
」
増
員
の
予
定

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

毎
年
の
よ
う
に
増

員
の
検
討
は
行
っ
て
い
る
が
、

本
市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と

厳
し
い
結
果
に
な
る
の
が
現
状

で
あ
る
。

い
じ
め
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い

　

健
康
教
育
の
際
、
ア

レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
授
業
時
間

数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

　

各
学
校
の
実
情
に

沿
っ
て
進
め
た
い
。

　

教
職
員
の
ア
レ
ル

ギ
ー
研
修
を
行
え
な
い
か
。

　

本
市
独
自
で
実
施

は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
県
で

の
研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加
を

促
し
た
い
。

合
併
の
ア
メ
は
子
ど
も
へ

　

合
併
振
興
基
金
（
17

億
４
千
万
円
）
に
つ
い
て
、
市

内
の
同
学
年
の
子
ど
も
た
ち

を
年
に
一
度
は
文
化
会
館
に
集

わ
せ
、
芸
術
文
化
に
触
れ
る
場

と
子
ど
も
の
交
流
の
場
の
提
供

に
使
用
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
、
考
え
は
ど
う
か
。

　

合
併
振

興
基
金
の
趣
旨
の
中
に
、
地
域

住
民
の
連
帯
の
強
化
あ
る
い
は

一
体
感
の
醸
成
が
あ
る
。
趣
旨

か
ら
考
え
る
と
該
当
す
る
。

　

地
域
力
を
強
め
る
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
へ
基
金

使
用
の
構
想
を
願
う
が
、
教
育

長
は
ど
う
考
え
る
か
。

　

財
政
的
に
国
の
補

助
が
終
わ
っ
た
後
、
そ
う
で
き

れ
ば
有
り
難
い
。

う
ち
は
遅
れ
て
い
る

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

の
創
設
を
提
案
す
る
。

　

７
市
５
町

が
開
設
し
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

議
員

総
務
部
次
長

議
員

議
員

山
陽
総
合
事
務
所
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

企
画
政
策
部
次
長

議
員

教
育
長

議
員

企
画
政
策
部
長

総
務
部
次
長

議
員

市
長
公
室
長

議
員

企
画
政
策
部
長

市
長

教
育
長

議
員

議
員

第
一
に
子
ど
も
の
安
心
、安
全
を
!

伊
藤　

實　
議
員

「
ま
だ
大
丈
夫
」
は
禁
物
で
す

吉
永　

美
子　
議
員

市役所に配備された青色回転灯装備車

我が家の避難地図

×

×

×
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県
内
で
美
祢
市
が
先

が
け
て
、
こ
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
市
長
は
、
６
月
議

会
で
一
部
で
も
具
体
化
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
と
答
え
た
が
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。

　

山
口
県
警
が

11
月
頃
、
免
許
返
納
者
に
運
転

卒
業
証
と
県
下
の
協
力
事
業
所

な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
サ

ポ
ー
ト
手
帳
交
付
制
度
を
実
施

す
る
。
県
の
説
明
会
の
結
果
を

受
け
、
関
係
機
関
と
協
議
し
、

制
度
の
推
進
を
図
り
た
い
。

　

下
関
市
で
住
基
カ
ー

ド
交
付
手
数
料
が
無
料
化
に

な
っ
た
が
、
市
の
取
り
組
み
と

し
て
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

参
考
に
し
て
前
向
き

に
努
力
す
る
。

職
員
給
与
問
題

　

職
員
給
与
の
５
％

カ
ッ
ト
は
３
年
間
の
約
束
だ

が
、来
年
度
は
元
に
戻
す
の
か
。

　

現
在
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
が
97
・
２
と
な
っ

て
い
る
。
５
％
カ
ッ
ト
を
解
除

す
れ
ば
、
単
純
計
算
で
102
・
３

と
な
る
。
市
民
の
納
得
を
得
る

に
は
、
100
を
超
え
な
い
レ
ベ
ル

と
考
え
る
。

　

職
員
給
与
や
勤
務
条

件
の
変
更
は
労
使
交
渉
で
決
定

す
る
の
が
大
原
則
、
特
殊
勤
務

手
当
検
討
委
員
会
は
第
三
者
介

入
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

市
長
の
公
約

に
沿
っ
た
も
の
で
第
三
者
に
判

断
を
委
ね
た
の
で
は
な
く
、
参

考
意
見
と
し
て
位
置
付
け
、
職

員
労
働
組
合
と
の
交
渉
に
臨

む
。

市
道
新
生
町
日
の
出
町
線

　

国
道
190
号
へ
の
回
避

線
と
し
て
車
も
通
学
生
の
数
も

多
く
、
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

市
道
認
定
後
の
整
備
も
行
き
届

い
て
い
な
い
が
ど
う
か
。

　

修
繕
等
必
要

な
対
策
は
予
算
範
囲
内
で
や

る
。
時
間
帯
規
制
等
も
関
係
機

関
と
協
議
し
た
い
。

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

　

経
常
収
支
比
率
、
職

員
給
与
比
率
、
病
床
利
用
率
な

ど
目
標
数
値
を
設
定
し
策
定
す

る
と
あ
る
が
、
職
員
給
与
比
率

な
ど
は
労
働
組
合
と
十
分
な
協

議
が
で
き
る
の
か
。　

協
議
は

十
分
し
て
い
く
が
、
基
本
的
に

は
市
の
職
員
だ
か
ら
市
長
部
局

に
準
ず
る
こ
と
は
大
き
く
変
わ

ら
な
い
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

日
本
で
大
流
行
し
た

場
合
、
人
口
の
４
分
の
１
が
感

染
し
、
64
万
人
も
の
人
が
死
亡

と
も
言
わ
れ
る
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
対
応
を
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

　

ワ
ク
チ

ン
の
推
奨
品
が
ま
だ
定
か
で
は

な
く
、
ウ
イ
ル
ス
も
非
常
に
強

力
で
致
死
率
も
60
％
を
超
え
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
啓
発
活

動
を
行
う
時
期
で
あ
る
と
考
え

る
。

本
市
独
自
の
指
針
を

持
っ
て
財
政
運
営
を

　

実
質
公
債
費
比
率
が

24
・
５
％
か
ら
19
・
８
％
へ
と

一
気
に
下
が
っ
た
要
因
は
何

か
。

　

国
の
指

導
に
よ
り
、
計
算
式
に
変
更
が

あ
っ
た
た
め
で
、
こ
れ
ま
で
の

計
算
方
式
に
よ
る
と
23
・
８
％

で
、
実
際
は
０
・
７
％
下
が
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　

実
質
公
債
費
比
率
の

数
値
が
下
が
っ
た
こ
と
で
、
財

政
が
好
転
し
た
と
の
意
見
も
あ

る
が
、
単
に
計
算
式
が
変
わ
っ

た
だ
け
で
、
状
況
が
大
き
く

好
転
し
た
と
は
思
え
な
い
。
経

常
収
支
比
率
は
年
々
増
加
し
、

99
・
６
％
と
異
常
な
事
態
だ
が
、

な
ぜ
数
値
が
上
が
っ
た
の
か
。

　

交
付
税

収
入
が
落
ち
込
ん
で
き
た
た
め

で
あ
る
。

　

国
の
指
標
に
一
喜
一

憂
す
る
の
で
は
な
く
、
本
市
と

し
て
の
し
っ
か
り
と
し
た
指
針

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か
。
本
市
と
し
て
基
金
は
ど
れ

く
ら
い
必
要
と
考
え
る
か
。

　

７
億
円

か
ら
10
億
円
で
あ
る
。

　

本
市
は
退
職
金
を
退

職
手
当
債
に
頼
っ
て
い
て
、
18

年
度
約
１
億
８
０
０
０
万
円
、

19
年
度
４
億
円
、
20
年
度
予
算

額
７
億
円
と
増
え
て
い
る
。
今

後
４
，
５
年
は
毎
年
40
名
近
く

の
大
量
退
職
が
あ
り
、
毎
年
10

億
円
ぐ
ら
い
必
要
に
な
っ
て
く

る
が
、
こ
の
退
職
金
を
借
金
で

賄
う
と
い
う
こ
と
自
体
、
正
常

な
財
政
運
営
と
は
言
え
な
い
。

こ
れ
を
自
前
で
捻
出
す
る
こ
と

も
一
つ
の
目
標
で
は
な
い
か
と

考
え
る
が
ど
う
か
。　

今
後
、

人
員
削
減
を
図
っ
て
捻
出
し
た

い
。水

道
局
の
経
営
努
力

　

定
員
適
正
化
計
画
で

の
最
終
目
標
は
何
人
か
。

　

適
正
化
と

い
う
こ
と
で
は
、
減
る
こ
と
だ

け
で
な
く
増
え
る
こ
と
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
人
数
に
つ

い
て
は
今
作
業
中
な
の
で
数
値

は
差
し
控
え
た
い
。

　

現
状
認
識
が
甘
い
の

で
は
な
い
か
。
合
併
後
３
年

経
っ
て
も
削
減
の
努
力
が
見

ら
れ
ず
、
何
の
た
め
の
合
併
な

の
か
。
定
員
適
正
化
計
画
に
意

気
込
み
を
見
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
の
集
金

委
託
料
が
、
一
件
当
た
り
小
野

田
地
区
は
山
陽
地
区
の
９
倍
と

な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

　

小
野
田
地

区
は
、
昭
和
51
年
に
職
員
が
し

て
い
た
集
金
を
民
間
委
託
し
、

山
陽
は
納
付
組
合
に
委
託
し

た
。
小
野
田
地
区
の
１
件
当
た

り
８
７
３
円
は
高
い
の
で
、
今

後
は
廃
止
の
方
向
で
考
え
る
。

17年度 18年度 19年度

96.1 97.7 99.6

議
員

総
務
部
次
長

議
員

市
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

建
設
部
次
長

病
院
事
業
管
理
者

議
員

病
院
事
業
管
理
者

議
員

企
画
政
策
部
次
長

議
員

企
画
政
策
部
次
長

議
員

企
画
政
策
部
次
長

議
員

企
画
政
策
部
次
長

議
員

水
道
局
副
局
長

議
員

水
道
局
副
局
長

議
員

高
齢
者
運
転
免
許

自
主
返
納
支
援
事
業
の
検
討

尾
山　

信
義　
議
員

さ
ら
に
進
ん
だ
財
政
の
硬
直
化
!

河
野　

朋
子　
議
員

経常収支比率

視界の悪い新生町日の出町線
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市
長
と
職
員
組
合
の

労
使
交
渉

　

昭
和
48
年
の
全
農

林
警
職
法
事
件
の
最
高
裁
判
決

で
、
人
事
院
勧
告
は
公
務
員
の

労
働
基
本
権
制
限
の
代
償
措
置

で
あ
る
と
い
う
判
断
が
示
さ
れ

た
が
、
市
長
は
人
事
院
勧
告
無

視
の
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。
市

長
は
人
事
院
勧
告
を
尊
重
す
る

気
は
あ
る
の
か
。

　

山
陽
小
野
田
市
に
は

人
事
委
員
会
が
な
い
。
山
陽
小

野
田
市
の
人
事
委
員
会
の
勧
告

で
あ
れ
ば
全
面
的
に
従
う
。
国

の
人
事
院
、
県
の
人
事
委
員
会

の
勧
告
は
山
陽
小
野
田
市
に
対

す
る
勧
告
で
は
な
い
の
で
従
わ

な
い
。
こ
れ
ら
勧
告
は
あ
く
ま

で
参
考
で
、
法
的
に
何
ら
拘
束

さ
れ
る
理
由
は
な
い
。

　

今
回
市
職
員
特
殊

勤
務
手
当
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
の

検
討
を
こ
の
委
員
会
に
委
ね
る

こ
と
に
な
っ
た
理
由
は
何
か
。

総
務
省
か
ら
の
設
置
に
対
す
る

具
体
的
指
示
は
あ
っ
た
の
か
。

他
の
委
員
会
の
委
員
募
集
で
は

「
応
募
者
多
数
の
場
合
抽
選
」

と
な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
委

員
会
の
場
合
「
応
募
理
由
等
を

勘
案
の
上
選
考
」
と
な
っ
て
い

る
。
な
ぜ
選
考
方
法
が
違
う
の

か
。

　

こ
の
委
員
会
の

設
置
は
市
長
の
公
約
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
総
務
省
か
ら
は
民

意
の
反
映
で
き
る
仕
組
み
を
整

え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
公
開
の
検
討
委
員
会
の
設

置
と
い
う
具
体
的
な
指
示
は
な

い
。委
員
を
選
考
と
し
た
の
は
、

応
募
者
の
熱
意
を
判
断
し
た
い

と
考
え
た
か
ら
だ
。

　

他
の
委
員
会
で
は
応

募
者
の
熱
意
を
判
断
し
な

く
て
い
い
の
か
。

　

他
の
委
員

会
の
選
考
方
法
は
知
ら
な

か
っ
た
。

　

他
の
委
員
会
の

選
考
方
法
の
詳
細
は
分
か

ら
な
い
が
他
意
は
な
い
。

厚
陽
中
学
校
の
改
修
方
針

　

平
成
19
年
12
月

議
会
の
一
般
質
問
で
、
市
長
は

「
厚
陽
中
学
校
を
建
て
替
え
る
。

厚
陽
小
学
校
と
一
緒
に
す
る
。

公
民
館
も
同
じ
敷
地
の
中
に
作

る
。
合
併
特
例
債
を
使
っ
て
対

応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
辺
を
含
め
検
討
す
る
。」
と

回
答
し
た
が
、
現
状
と
予
定
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

厚
陽
中
学
校
の

全
て
の
建
物
の
実
態
を
把
握

す
る
た
め
、
耐
震
診
断
を
予
定

し
て
い
る
。
結
果
を
基
に
、
今

後
、
改
修
計
画
を
立
て
て
い
き

た
い
。　

教
育
委
員
会
が
、
耐

震
診
断
を
踏
ま
え
、
適
正
規

模
適
正
配
置
等
を
勘
案
し
な
が

ら
、
意
見
を
市
長
に
出
し
て
く

る
と
思
う
。

　

特
別
委
員
会
の
最
終

報
告
書
提
出
か
ら
２
年
余
り
経

過
し
た
が
、
そ
の
中
の
ま
ち
の

一
体
化
促
進
と
合
併
効
果
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。　

埴
生
・
厚

狭
・
小
野
田
地
区
、
そ
れ
ぞ
れ

の
都
市
核
や
地
域
間
交
流
拠
点

を
指
定
し
、
違
っ
た
良
さ
を
周

囲
が
高
め
合
う
ま
ち
づ
く
り

や
一
市
一
制
の
実
現
や
格
差
是

正
、
地
域
の
文
化
伝
統
を
活
か

し
合
う
町
の
一
体
化
を
求
め
て

い
く
。　

実
質
公
債
費
比
率
が

19
・
８
％
と
改
善
さ
れ
て
き
た
。

景
気
の
減
速
が
言
わ
れ
る
中
、

合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
方
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

新
し
い
事

業
も
視
野
に
入
れ
、
合
併
特
例

債
の
活
用
に
つ
い
て
平
成
21
年

ま
で
に
事
業
の
洗
い
出
し
を
行

う
。
具
体
的
な
計
画
案
を
策
定

後
、
市
民
に
相
談
す
る
。
市
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
て
22
年
度

に
実
施
計
画
を
策
定
し
、
財
政

計
画
に
盛
り
込
み
計
画
を
立
て

て
い
く
。
財
源
に
つ
い
て
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。

消
防
団
員
に
防
犯
の
協
力
を

　

火
災
・
災
害
・
犯
罪

の
な
い
安
全
安
心
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

に
組
織
力
の
あ
る
消
防
団
員
の

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
協
力
要
請

は
で
き
な
い
か
。

　

原
則
的
に
は
、
消

防
団
組
織
の
業
務
と
し
て
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
で
き
な
い
。

　

日
頃
か
ら
園
児
や
児
童
・
生

徒
へ
の
声
か
け
防
犯
に
関
す

る
啓
発
活
動
は
可
能
で
あ
る
の

で
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
一
層
取
り
組
み
た
い
。

水
源
涵
養
林
は
広
域
で

　

水
源
涵
養

林
の
意
義

は
理
解
で

き
る
。
厚

東
川
水

系
の
水
資

源
確
保
に

は
、
山
口

県
か
、
山
陽
小
野
田
市
、
宇
部

市
、
美
祢
市
を
含
め
た
３
市
で

の
管
理
が
望
ま
し
い
と
思
う
が

ど
う
か
。

　

県
や
他
市

の
関
係
機
関
に
も
機
会
あ
る
ご

と
に
協
議
を
申
し
入
れ
、
効
果

が
上
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

裁
判
員
制
度
の
不
安
は

　

来
年
５
月
か
ら
の
裁

判
員
制
度
施
行
で
、
人
を
裁
く

不
安
は
市
民
に
も
多
く
あ
る
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
心
構
え

が
必
要
か
。

　

時
代
が
大
き
く
変
わ

る
中
、
国
民
の
権
利
、
義
務
と

し
て
参
加
し
、
人
生
一
度
の
貴

重
な
経
験
を
し
て
も
ら
う
の
が

こ
の
制
度
の
趣
旨
と
思
う
。

議
員

市
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

市
長

議
員

教
育
部
長

市
長

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

消
防
長

議
員

水
道
局
副
局
長

議
員

市
長

佐
村　

征
三
郎　
議
員

二
歩　

材
臣　
議
員

白
井
市
長
の
労
使
交
渉
と議会

で
の
発
言

行
財
政
改
革
検
討
特
別
委
員
会

報
告
の
実
施
状
況
は

水源涵養林

厚陽中学校
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小
野
田
駅
前
の
土
地

区
画
整
理
事
業
が
停
滞
状
態
で

は
な
い
か
。

　

Ｊ
Ｒ
小
野

田
駅
周
辺
は
商
業
振
興
に
よ
り

活
気
と
活
力
に
満
ち
た
中
心
市

街
地
の
一
部
を
形
成
す
る
ゾ
ー

ン
と
し
て
お
り
、
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
中
で
検
討
し
て

い
く
。　

小
野
田
駅
の
橋
上
駅

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

　

駅
の
南
北
を

連
結
す
る
自
由
通
路
、
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
、
駅
前
広
場
な
ど

駅
周
辺
整
備
に
合
わ
せ
、
Ｊ
Ｒ

を
初
め
関
係
機
関
と
調
整
し
、

具
現
化
し
て
い
き
た
い
。

　

都
市
計
画
税
見
直
し

は
ど
う
す
る
か
。

　

市
長
を
委
員
長

と
す
る
都
市
計
画
税
等
検
討

委
員
会
の
結
果
を
受
け
、
平
成

21
年
度
を
目
標
年
度
と
し
て
旧

山
陽
町
地
区
に
比
べ
旧
小
野
田

市
地
区
の
一
部
の
負
担
が
多
く

な
っ
て
い
る
不
均
衡
課
税
の
解

消
に
努
め
る
。

　

湾
岸
道
路
の
進
捗
状

況
は
ど
う
か
。　

今
年
の
６
月

18
日
に
国
道
190
号
か
ら
市
道
旭

町
後
潟
線
ま
で
の
平
面
部
620
ｍ

が
部
分
開
通
し
、
平
成
20
年
度

事
業
は
事
業
費
５
億
９
千
万
円

で
陸
上
部
の
橋
梁
下
部
工
と

東
沖
交
差
点
の
改
良
工
事
を
行

い
、
今
後
は
念
願
で
あ
る
新
有

帆
大
橋
の
建
設
が
始
ま
る
予
定

で
あ
る
。

　

市
立
病
院
（
大
塚
ラ

ン
プ
橋
）
か
ら
横
土
手
（
有
帆

川
堤
防
右
岸
線
）
の
開
通
は
ど

う
か
。

　

側
道
橋
を
含

め
た
横
土
手
ま
で
の
区
間
は
、

新
有
帆
大
橋
の
工
事
を
行
う
時

の
工
事
用
道
路
と
し
て
使
用
す

る
た
め
、
安
全
上
一
般
車
両
の

運
行
は
困
難
で
あ
る
が
、
地
元

の
強
い
要
望
を
県
に
要
望
し
再

検
討
を
お
願
い
す
る
。

ま
つ
り
を
パ
レ
ー
ド
で

　

山
陽
小
野
田
市
民
ま

つ
り
を
、
以
前
の
歩
行
者
天
国

で
の
パ
レ
ー
ド
方
式
の
復
活
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

　

現
在
、
江

汐
公
園
で
広
場
形
式
に
て
行
っ

て
い
る
が
、
来
年
以
降
は
、
市

民
ま
つ
り
の
課
題
と
し
て
、
企

画
委
員
会
に
提
案
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　

合
併
特
例
債
を
活
用

し
て
、
活
力
あ
る
施
策
の
展
開

は
ど
う
す
る
か
。　

合
併
特
例

債
は
、
財
政
的
に
有
利
な
財
源

で
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
必

要
な
ハ
ー
ド
事
業
に
適
用
で
き

る
の
で
、活
用
し
て
い
き
た
い
。

　

合
併
特
例
債
を
活
用

し
て
、
市
勢
進
展
に
活
か
す
の

か
。

　

21
年
度

中
に
事
業
の
評
価
を
終
え
、
実

施
事
業
の
計
画
案
を
市
民
に
示

す
。

　

い
じ
め
や
シ
ン
ナ
ー

な
ど
の
実
態
は
ど
う
か
。

　

昨
年
度
の
認
知
件

数
は
、前
年
度
よ
り
半
減
し
た
。

暴
力
行
為
は
1.5
倍
に
増
え
た
。

シ
ン
ナ
ー
等
の
薬
物
乱
用
は
、

引
き
続

き
注
意

し
て
い

く
。

罪
の
な
い
子
ど
も
に

保
険
証
を

　

国
民
健
康
保
険
に
つ

い
て
、
６
月
議
会
で
医
療
を

受
け
る
制
限
と
な
る
資
格
証
明

書
が
議
論
さ
れ
「
子
ど
も
に
対

し
て
資
格
証
明
書
の
発
行
は
行

わ
れ
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
た

が
、
124
人
の
子
ど
も
に
保
険
証

が
渡
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
親

が
保
険
料
を
滞
納
し
、
子
ど
も

に
連
帯
責
任
を
負
わ
せ
る
こ
と

に
、
市
民
か
ら
厳
し
い
批
判
の

声
が
あ
る
。
子
ど
も
に
は
正
規

の
保
険
証
を
渡
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

資
格
証
明

書
の
交
付
世
帯
は
、
職
員
に
よ

る
臨
戸
訪
問
な
ど
行
い
、
資
格

証
明
書
対
象
の
子
ど
も
は
現
在

32
人
で
あ
る
。
保
険
証
の
な
い

子
ど
も
の
実
態
が
新
聞
報
道
等

で
さ
れ
た
が
子
ど
も
に
罪
は
な

い
。
来
年
度
か
ら
子
ど
も
の
い

る
世
帯
に
は
短
期
保
険
証
を
交

付
す
る
。

　

市
が
保
険
証
を
取
り

上
げ
る
給
付
制
限
を
行
い
、
保

険
証
が
な
く
、
被
保
険
者
が
医

療
を
受
け
る
経
済
状
態
に
な
い

と
き
、
医
療
を
受
け
る
制
限
を

す
る
こ
と
は
国
保
法
の
第
67
条

の
差
し
押
さ
え
の
禁
止
に
抵
触

す
る
。
医
療
給
付
が
受
け
ら
れ

な
い
と
判
断
し
た
ら
保
険
証
は

出
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　

国
民
健
康
保
険
の
運

営
に
つ
い
て
適
切
に
、
か
つ

弾
力
性
を
持
っ
て
運
用
を
す

る
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に

係
る
問
題
で
あ
る
。
担
当
者
に

そ
の
都
度
、
私
と
協

議
す
る
よ
う
指
示
す

る
。

雇
用
促
進
住
宅

廃
止
方
針
で

住
民
に
不
安
が

広
が
る

　

市
内
の
雇

用
促
進
住
宅
に
つ
い

て
、
国
か
ら
廃
止
す
る
通
知
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
譲

渡
を
受
け
な
け
れ
ば
、
雇
用
促

進
住
宅
は
廃
止
さ
れ
る
。
そ
う

な
れ
ば
た
く
さ
ん
の
市
民
が
住

居
を
失
う
。
市
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

　

雇
用
促
進
住
宅

を
公
営
住
宅
に
す
る
に
は
、
今

年
度
策
定
す
る
住
宅
総
合
活
用

計
画
の
中
で
の
位
置
付
け
が
必

要
で
あ
る
。
雇
用
促
進
住
宅
を

市
営
住
宅
と
し
て
買
い
取
る
か

否
か
は
、
計
画
策
定
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

　

議
員
の
質
問
で
、
深

刻
な
重
大
な
問
題
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
市
長
と

し
て
考
え
、
行
動
し
な
く
て
は

い
け
な
い
。
市
民
を
路
頭
に
迷

わ
す
よ
う
な
こ
と
だ
け
は
し
な

い
。

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

建
設
部
次
長

議
員

総
務
部
長

建
設
部
次
長

議
員

建
設
部
次
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

企
画
政
策
部
次
長

議
員

議
員

教
育
長

企
画
政
策
部
長

議
員

市
民
福
祉
部
長

議
員

市
長

建
設
部
長

市
長

議
員

議
員大
空　

軍
治　
議
員

山
田　

伸
幸　
議
員

山
陽
小
野
田
市
総
合
計
画 

実
施
計
画

医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
経
済
状
態
の

家
庭
に
は
保
険
証
を
交
付
せ
よ
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家
族
の
日
で
あ
る
第

３
日
曜
日
に
は
、
大
人
が
主
な

参
加
者
と
な
る
行
事
は
避
け
、

家
族
の
絆
を
深
め
る
よ
う
推
進

す
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
山

陽
小
野
田
市
の
取
り
組
み
は
ど

う
か
。

　

第
３
日

曜
日
に
市
の
行
事
を
入
れ
な
い

と
い
う
取
り
組
み
は
、
積
極
的

に
や
っ
て
い
な
い
。
今
後
は
、

こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
推
進
し
て

い
き
た
い
。

　

本
市
で
は
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
積
極
的
に

子
育
て
の
支
援
を
し
て
い
る
。

子
育
て
の
支
援
、
少
子
化
対
策

を
総
合
的
に
推
進
し
、
子
育
て

に
関
す
る
豊
か
な
文
化
の
創
造

に
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
山
陽

小
野
田
市
独
自
の
「
子
育
て
文

化
創
造
条
例
」
を
制
定
し
て
は

ど
う
か
。

  

提
案
を
聞
い
て
、
非

常
に
前
向
き
な
積
極
的
な
提
案

で
、
行
政
の
方
と
し
て
も
大

切
に
受
け
と
め
る
べ
き
だ
と
思

う
。
し
ば
ら
く
時
間
を
貸
し
て

い
た
だ
き
検
討
し
た
い
。

野
球
場
の
整
備
を

　

第
66
回
山
口
県
国
民

体
育
大
会
で
は
、
青
年
男
子
の

軟
式
野
球
が
山
陽
小
野
田
市
野

球
場
で
開
催
さ
れ
る
。
開
催
予

定
の
野
球
場
は
、
ス
コ
ア
ボ
ー

ド
の
腐
食
が
進
み
、
使
用
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。
国
体
に
使

用
さ
れ
る
野
球
場
の
整
備
は
ど

う
す
る
の
か
。

　

球
場
外
周
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
ク
ラ
ッ
ク
補

修
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
補
修
に

つ
い
て
は
、
国
体
開
催
時
ま
で

に
補
修
す
る
。

　

厚
狭
球
場
は
、
側
溝

は
泥
で
詰
ま
り
、
外
野
フ
ェ
ン

ス
は
壊
れ
て
い
る
。
今
後
の
整

備
計
画
は
ど
う
か
。

　

側
溝
の
詰
ま
り

は
、
野
球
場
維
持
管
理
業
務

で
随
時
対
応
し
て
い
く
。
外
野

フ
ェ
ン
ス
の
補
修
は
、
市
全
体

の
施
設
、
体
育
施
設
の
補
修
の

優
先
順
位
な
ど
を
考
慮
し
て
判

断
す
る
。

　

野
球
場
フ
ェ
ン
ス
に

企
業
広
告
掲
載
を
募
集
し
、
維

持
管
理
費
等
に
使
用
で
き
な
い

か
。

　

広
告
収
入
を
得

る
媒
体
の
一
つ
と
し
て
検
討
す

る
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

対
応
を
早
急
に

　

国
は
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
対
策
行
動
計
画
を
出

し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

対
応
を
示
し
て
い
る
。
山
陽
小

野
田
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

　

世
界
の
ど

こ
か
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
出
現
す
れ
ば
、
こ
の
山
陽
小

野
田
市
へ
の
侵
入
は
避
け
ら
れ

な
い
。

　

市
で
は
事
前
の
啓
発
活
動
に

努
め
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
発
生
し
た
場
合
は
早
期
に
市

民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
県

や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
と
り

な
が
ら
県
の
対
応
に
準
じ
た
行

動
を
す
る
。

　

白
井
市
政
と
な
り
３

年
半
が
経
過
し
た
が
、
総
括
的

な
評
価
は
ど
う
か
。

　

全
体
的
な
非
常
に
苦

し
い
課
題
を
い
く
つ
も
抱
え

な
が
ら
も
、
市
民
の
理
解
と
協

力
、
そ
し
て
職
員
の
忍
耐
と
頑

張
り
、
さ
ら
に
は
議
会
の
後
押

し
、
そ
う
し
た
総
合
的
な
力
で

市
政
が
少
し
ず
つ
着
実
に
前
進

し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

　

財
政
に
つ
い
て
の
展

望
は
ど
う
か
。

　

も
う
少
し
軌
道
に

乗
っ
た
時
点
で
、
も
う
財
政
再

建
団
体
の
転
落
は
あ
り
ま
せ
ん

と
い
う
『
財
政
安
全
宣
言
』
も

出
せ
る
時
期
が
来
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

不
公
平
税
制
の
是
正
を

　

都
市
計
画
税
の
不
公

平
に
つ
い
て
、
是
正
す
る
予
定

は
無
い
の
か
。

　

全
市
的
な
作
業
は
現

在
進
行
中
で
あ
る
が
、
本
来
賦

課
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
か

と
思
わ
れ
る
旧
小
野
田
市
の
白

地
地
区
に
つ
い
て
は
、一
旦『
廃

止
』
を
先
に
す
る
。
そ
の
後
、

用
途
地
域
等
土
地
利
用
計
画
が

現
在
審
議
会
で
検
討
さ
れ
て
い

る
の
で
、
そ
の
答
申
に
基
づ
い

て
改
め
て
用
途
地
域
の
見
直
し

を
行
な
い
、
全
市
的
で
公
平
な

都
市
計
画
税
の
賦
課
に
市
民
の

協
力
を
願
い
た
い
。

数
値
目
標
を
示
す
べ
き

　

総
合
計
画
や
実
施
計

画
は
市
長
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
そ

の
中
に
数
値
目
標
も
実
施
期
限

も
具
体
的
施
策
も
明
確
に
示
さ

れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

確
か
に
行
政
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
時

も
、
削
減
効
果
や
財
政
上
の
数

字
は
ど
う
な
る
か
と
の
質
問
も

あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明

確
に
そ
れ
ら
を
示
す
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
市
政
運

営
に
対
す
る
自
己
評
価
は
ど
う

か
。

　

自
己
評
価
に
つ
い
て

は
、
高
い
評
価
を
し
て
く
れ
る

方
も
お
れ
ば
、
低
い
評
価
の
方

も
あ
る
。
自
分
と
し
て
は
少
し

控
え
め
に
、
中
く
ら
い
を
と
っ

て
70
点
く
ら
い
は
評
価
で
き
る

と
思
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
費
予
算
の
増
額
を

　

子
ど
も
の
将
来
に
対

す
る
先
行
投
資
と
も
言
え
る
学

校
教
育
費
が
年
々
減
額
さ
れ
続

け
、
学
校
運
営
に
も
支
障
を
き

た
し
て
い
る
現
状
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る

の
か
。

　

昨
今
の
学
校
教

育
費
予
算
の
減
額
に
よ
っ
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
教
育
後
援
会
等
に
も

迷
惑
を
か
け
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
管
理
備
品
や
施
設
修
繕

の
類
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
市

で
措
置
す
べ
き
性
格
の
も
の
で

あ
る
。
各
学
校
か
ら
の
施
設
営

繕
や
備
品
購
入
の
要
望
を
聴
取

し
、さ
ら
に
連
携
を
密
に
し
て
、

必
要
不
可
欠
な
予
算
は
市
と
し

て
も
し
っ
か
り
と
確
保
し
て
い

き
た
い
。

議
員

市
民
福
祉
部
次
長

議
員

市
長

議
員

教
育
部
長

議
員

教
育
部
長

議
員

教
育
部
長

議
員

市
民
福
祉
部
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

教
育
部
長

子
育
て
文
化
創
造
条
例
の
制
定
を

中
元　

稔　
議
員

白
井
市
政
の
総
括

好
川　

桂
司　
議
員

●パンデミック（世界的大流行）は、日本だけでなく、海外
でも同時に発生しますので、輸入がストップし生活必需品
が不足することも考えられます。

●２週間程度は外出しなくても済むように、食料品・水・日
用品などを備蓄しておきましょう。（地震など他の災害の
備えにもなります）

新型インフルエンザの発生に
備えて今できることは？
（備えあれば憂いなし）
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人
件
費
削
減
の
行
財
政
経
営

　

経
常
経
費
削
減
は
人

件
費
が
要
で
あ
り
、
実
行
に
は

組
織
の
機
構
改
革
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
ど
う
か
。

　

組
織
の
あ
る
べ

き
姿
を
議
論
し
、
行
政
の
ス
リ

ム
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
急
激
な
変
化
は
市
民
の

混
乱
を
招
く
。
職
員
の
士
気
へ

の
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
、
改

革
の
内
容
を
見
極
め
る
の
も
執

行
部
の
役
目
で
あ
る
。
職
員
の

意
識
改
革
か
ら
行
政
改
革
を
進

め
る
人
事
制
度
改
革
に
取
り
組

む
。

　

他
市
で
は
通
勤
手
当

を
０
㎞
か
ら
支
給
し
て
い
な

い
。
一
般
の
会
社
で
も
非
課
税

限
度
で
支
給
を
し
て
い
る
が
見

直
し
は
ど
う
か
。

　

今
後
の
課
題
と

す
る
。　

行
政
経
営
は
職
員
削

減
が
目
的
で
は
な
い
。
効
率
的

な
ス
リ
ム
化
、
委
託
・
指
定
管

理
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
、

会
計
部
門
別
定
員
計
画
書
は
ど

う
か
。

　

見
直
し
の
具
体

的
作
業
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
国

は
ト
ー
タ
ル
で
表
す
。
ど
こ
ま

で
部
門
別
が
で
き
る
の
か
今
後

の
課
題
に
す
る
。

　

技
能
労
務
職
員
の
給

料
表
が
一
般
職
員
と
同
じ
だ
。

他
市
で
は
地
方
公
務
員
法
の
57

条
で
別
の
給
料
表
を
使
っ
て
い

る
。
な
ぜ
運
用
さ
れ
て
い
な
い

の
か
。

　

今
ま
で
の
長
い

歴
史
の
中
で
積
み
上
げ
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
俸
給
表
の
こ
と

も
含
め
て
こ
れ
か
ら
見
直
す
。

　

18
年
度
類
似
団
体
と

比
べ
る
と
一
人
当
た
り
の
退

職
金
が
多
い
。
わ
た
り
、
昇
給

一
斉
短
縮
、
55
歳
昇
給
停
止
を

し
て
い
な
い
等
、
ま
た
合
併
時

に
組
合
と
の
現
給
保
障
が
退
職

金
額
増
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
る
が
具
体
的
対
策
は
ど
う

か
。

　

人
事
制
度
の
見

直
し
が
他
市
に
比
べ
、
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
。
で
き
る
だ
け
速

や
か
に
改
善
に
着
手
す
る
が
、

人
事
制
度
改
革
は
合
意
形
成
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
現
給
保
障

の
約
束
事
も
あ
り
急
激
な
改
革

は
混
乱
を
生
じ
る
。
で
き
る
範

囲
で
努
力
し
て
い
る
の
で
少
し

時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

人
件
費
が
高
い
の
は

組
合
に
問
題
が
あ
る
と
考
え

る
。
組
合
交
渉
の
結
果
は
市
民

の
も
の
で
あ
り
、
公
開
す
る
こ

と
は
ど
う
か
。

　

形
の
上
で
は
市
長
が

雇
用
主
で
あ
り
、
市
民
の
代

表
と
し
て
使
用
者
に
な
っ
て
い

る
。
マ
ス
コ
ミ
に
は
公
開
し
て

い
る
。
理
由
と
し
て
市
民
代
表

の
立
場
で
交
渉
し
て
い
る
こ
と

と
、
長
時
間
交
渉
で
議
員
や
市

民
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
追
い

詰
め
ら
れ
る
立
場
に
な
ら
な
い

た
め
に
、
あ
る
程
度
公
開
し
た

方
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。
協

議
事
項
の
結
論
の
公
開
は
少
し

研
究
し
た
い
。

　

来
年
４
月
に
介
護

保
険
料
の
見
直
し
が
行
わ

れ
る
。
現
在
、
基
金
保
有

額
は
２
億
８
９
６
７
万
円

と
昨
年
度
決
算
に
お
い
て

２
億
２
９
０
０
万
円
の
繰
越
金

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
活
用
し
て
、
保
険
料
の
引
き

下
げ
、
減
免
制
度
の
充
実
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　

第
四
期
の

保
険
料
の
算
定
で
は
、
所
得

段
階
の
さ
ら
な
る
細
分
化
を

図
り
、
所
得
に
応
じ
た
保
険
料

に
な
る
よ
う
調
整
し
て
い
き
た

い
。

　

高
齢
者
の
生
活
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
物
価
高
、
灯

油
等
の
高
騰
、
税
金
の
引
き
上

げ
、
後
期
高
齢
者
保
険
料
と
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。
基
金
保
有

額
だ
け
見
て
も
、
市
の
中
で
長

門
市
に
続
い
て
２
番
目
に
多
い

保
有
額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
活
用
し
て
、
可
能
な
限
り

保
険
料
の
軽
減
を
し
て
は
ど
う

か
。

　

保
険
料
は
、

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
会
議
に

か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

部
内
で
は
基
金
を
有
効
に
活
用

し
、
で
き
る
だ
け
低
所
得
者
に

対
す
る
配
慮
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

健
診
・
超
音
波
検
査
の

回
数
の
増
を

　

妊
婦
健
診
は
、
ほ
と

ん
ど
が
自
由
診
療
な
の
で
、
補

助
券
が
あ
っ
て
も
保
険
が
適

用
さ
れ
ず
自
己
負
担
も
相
当
か

か
っ
て
い
る
。
健
診
は
、
安
心

し
て
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
る

こ
と
の
第
一
歩
で
あ
る
。
経
済

的
な
理
由
で
受
診
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
回
数
の
増
加
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　

国
に
お
い

て
は
、
回
数
増
加
等
の
必
要
財

源
確
保
の
検
討
に
入
っ
て
い

る
。
国
の
動
向
な
ど
見
極
め
な

が
ら
検
討
す
る
。

　

超
音
波
検
査
の
回
数

は
、
他
市
で
は
ほ
と
ん
ど
が
２

回
で
あ
る
。
５
、６
回
の
と
こ

ろ
も
あ
る
。
当
市
は
１
回
で
あ

る
。
回
数
の
増
加
を
考
え
て
は

ど
う
か
。

　

超
音
波
検
査
の
回

数
、
山
陽
小
野
田
市
だ
け
数
字

が
少
し
寂
し
い
。検
討
し
た
い
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

整
備
事
業
の
充
実
を

　

７
月
か
ら
利
用
料
の

負
担
軽
減
が
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
高
く
評
価
す
る
。
今

回
は
、
利
用
対
象
者
の
緩
和

に
つ
い
て
で
あ
る
。
２
人
世
帯

で
あ
っ
て
も
１
人
で
行
動
す
る

時
、
不
安
で
し
ょ
う
が
な
い
。

対
象
者
の
枠
を
広
げ
、
利
用
し

や
す
く
し
て
は
ど
う
か
。

　

地
域
の
高

齢
者
の
実
態
把
握
を
行
う
中

で
、
本
事
業
を
利
用
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
高
齢
者
の
方
を
把

握
し
て
、
利
用
の
促
進
を
一
層

図
っ
て
い
く
。

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

市
長

議
員

市
民
福
祉
部
長

議
員

市
民
福
祉
部
長

議
員

市
民
福
祉
部
長

議
員

市
長

議
員

市
民
福
祉
部
長

経
常
収
支
比
率
106
・
９
％
!

岩
本　

信
子　
議
員

介
護
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

中
島　

好
人　
議
員
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合
併
以
降
の
職
員
実

数
は
、
予
定
数
や
適
正
化
計
画

等
と
対
比
し
て
ど
の
よ
う
な
状

況
か
。

　

合
併
協
議
会
の

予
測
人
数
は
、
類
似
団
体
職
員

数
が
目
標
だ
っ
た
。
17
年
度
は

上
回
っ
た
が
、
以
降
は
下
回
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
新
た
に
作

成
し
た
定
員
適
正
化
計
画
に
お

い
て
も
下
回
っ
て
い
る
状
況
で

あ
る
。　

職
員
年
間
給
与
は
、

分
類
別
に
ど
う
か
。

　

正
規
職
員
の
平

均
は
８
０
０
万
円
、
再
任
用
職

員
は
２
５
５
万
円
で
あ
る
。
ま

た
、嘱
託
職
員
は
２
３
０
万
円
、

臨
時
職
員
は
１
８
０
万
円
で
あ

る
。
現
行
の
再
雇
用
は
、
嘱
託

ま
た
は
、臨
時
と
同
等
で
あ
る
。

　

財
政
状
況
か
ら
新
規

採
用
と
再
任
用
抑
制
に
理
解
の

下
、
３
年
経
過
し
た
。
定
員
適

正
化
計
画
を
下
回
る
職
員
実
数

で
創
造
的
な
業
務
遂
行
を
思
考

す
る
状
況
に
な
っ
て
い
な
い
。

『
財
政
安
全
宣
言
』
発
令
に
言

及
さ
れ
た
が
、
自
主
的
と
言
わ

れ
る
無
賃
労
働
解
消
へ
向
け
、

再
任
用
に
近
い
職
員
の
弾
力
的

活
用
策
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

対
応
時
期
に
対
す
る

認
識
が
違
っ
て
い
る
。
再
任
用

制
度
は
国
が
決
め
た
が
、
市
の

財
政
状
況
が
十
分
回
復
し
て
な

い
。
も
う
し
ば
ら
く
無
理
で
あ

る
。

広
域
消
防
と
山
陽
消
防
署
新
設

　

県
一
消
防
本
部
体
制

へ
向
け
、
広
域
化
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

　

広
域
化
は
、
消
防

力
の
増
強
、初
動
体
制
の
強
化
、

消
防
資
機
材
の
確
保
、
専
門

化
す
る
救
急
業
務
や
予
防
業
務

へ
向
け
必
要
で
あ

る
。
県
は
当
面
４

消
防
本
部
に
再
編

し
、
本
市
は
、
宇

部
市
・
美
祢
市
と

同
一
ブ
ロ
ッ
ク
の

計
画
で
あ
る
。

　

山
陽
消

防
署
の
耐
震
と
老

朽
化
が
心
配
で
あ
る
。
広
域
化

以
降
で
は
、
実
現
性
が
不
安
だ

が
ど
う
か
。

　

昭
和
42
年
に
建
設

さ
れ
、
望
楼
や
庁
舎
へ
亀
裂
、

剥
離
等
が
あ
り
、
災
害
時
の
防

災
拠
点
機
能
が
十
分
で
な
い
。

執
務
環
境
の
整
備
が
限
界
で
、

労
働
安
全
衛
生
管
理
上
も
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
、大
変
狭
く
、

汚
く
、
仮
眠
も
雑
魚
寝
状
態
で

あ
り
、
新
消
防
庁
舎
建
設
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

機
能
強
化
に
向
け
埴

生
、
山
陽
統
合
庁
舎
新
設
経
費

の
見
込
み
は
ど
う
か
。
石
油
備

蓄
施
設
立
地
対
策
等
補
助
金
や

合
併
特
例
債
活
用
は
可
能
か
。

　

試
算
だ
が
、
約

６
億
３
千
万
円
で
、
石
油
備
蓄

補
助
金
も
使
え
る
。　

統
合
の

場
合
、合
併
特
例
債
も
使
え
る
。

資
源
ご
み
の
回
収

　

資
源
ご
み
の
回
収
に

お
け
る
収
益
の
現
状
と
そ
の
使

途
は
ど
う
か
。

　

今
年
の
４

月
か
ら
７
月
ま
で
が
３
３
１
０

万
円
で
、
85
・
６
％
伸
び
て
い

る
。
ご
み
焼
却
施
設
の
整
備
等

の
経
費
に
充
当
し
た
い
。

ご
み
袋
の
有
料
化

　

収
益
の
見
込
み
と
そ

の
使
途
は
ど
う
か
。

　

市
内
の
全

家
庭
が
収
集
日
に
ご
み
袋
を

１
枚
使
用
す
る
と
年
間
で
約

１
２
０
０
万
円
に
な
る
。
ご
み

処
理
経
費
と
し
て
使
う
だ
け
で

な
く
、
焼
却
施
設
の
建
設
に
充

て
る
基
金
の
創
設
も
検
討
し
て

い
る
。

廃
食
油
か
ら
作
る
Ｂ
Ｄ
Ｆ

　

Ｂ
Ｄ
Ｆ
使
用
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。　

軽
油
の
替

わ
り
に
利
用
す
る
と
、
二
酸
化

炭
素
の
排
出
量
が
ゼ
ロ
カ
ウ
ン

ト
に
な
り
、
硫
黄
酸
化
物
も
ほ

と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
課
税
対
象
外
の
た
め
に
軽

油
よ
り
安
く
買
え
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
７
月
よ
り
、

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
バ
ン
１

台
に
試
験
使
用
を
し
て
い
る
。

新
型
車
へ
の
利
用
は
好
ま
し
く

な
い
が
、
問
題
が
な
け
れ
ば
９

台
く
ら
い
ま
で
増
や
し
て
い
き

た
い
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
宣
言

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

宣
言
に
向
け
て
、
現
在
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
ど
う

か
。

　

市
民
団
体

か
ら
提
出
さ
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス

タ
ウ
ン
構
想
の
た
た
き
台
を
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
に
評
価
を

お
願
い
し
た
結
果
、
バ
イ
オ
マ

ス
推
進
の
方
向
性
は
良
い
が
、

新
た
に
造
る
施
設
は
、
市
の
負

の
遺
産
と
な
ら
な
い
よ
う
詳
細

な
検
討
が
必
要
で
あ
る
な
ど
の

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
弱
点
を

補
強
し
、
タ
ウ
ン
構
想
提
出
後

の
補
助
事
業
申
請
窓
口
の
設
置

な
ど
実
行
に
向
け
て
の
条
件
整

備
の
段
階
に
な
っ
て
い
る
。

市
民
館
と
文
化
会
館

　
「
市
民
館
文
化
ホ
ー

ル
」
と
「
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
」

の
名
称
は
紛
ら
わ
し
い
の
で
、

愛
称
を
公
募
し
て
は
ど
う
か
。

　

現
在
は
、
文
化

会
館
に
は
「
厚
狭
駅
新
幹
線
口

前
」と
括
弧
書
き
を
入
れ
、ホ
ー

ル
と
い
う
言
葉
を
記
載
し
な
い

な
ど
、
市
民
館
と
誤
解
の
な
い

よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
。
合

併
後
３
年
が
経
過
し
、
徐
々
に

２
つ
の
施
設
を
誤
解
さ
れ
る
市

民
は
減
っ
て
き
て
お
り
、
現
時

点
で
は
、
愛
称
の
公
募
は
必
要

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

少
し
配
慮
を
す
れ

ば
、
問
題
は
解
決
で
き
る
の

で
、
愛
称
の
公
募
は
考
え
て
い

な
い
。

企
画
政
策
部
次
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

市
長

議
員

消
防
長

議
員

消
防
長

議
員

消
防
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

教
育
部
長

市
長

職
員
の
弾
力
的
活
用
策
を

伊
藤　

武　
議
員

地
球
温
暖
化
対
策

河
村　

雅
伸　
議
員

廃食用油で走る車が２台になりました。
天ぷらの匂いが食欲を誘います。

山陽消防署
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資
源
ご
み
収
集

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
条
例
４
条
に
つ

い
て
聞
く
。
条
例
の
中
に
あ
る

「
市
又
は
市
が
指
定
し
た
者
以

外
の
者
は
収
集
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
あ
る
が
、
市
が
指
定
し

て
い
る
者
は
い
る
の
か
。

　

市
が
指
定

し
た
者
と
は
、
合
資
会
社
山
陽

清
掃
社
だ
け
で
あ
る
。

　

資
源
ご
み
の
収
集

日
、
市
内
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
か
ら
抜
き
取
り
防
止
の
た

め
、
当
日
職
員
は
早
朝
よ
り
見

回
り
を
し
、
苦
労
を
か
け
て
い

る
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
市

の
所
有
物
と
明
記
し
た
看
板
を

掲
げ
た
ら
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

厚
い
看
板

だ
と
１
枚
２
千
円
く
ら
い
の
経

費
が
か
か
る
の
で
、
ラ
ミ
ネ
ー

ト
版
に
し
て
取
り
組
む
。

　

資
源
ご
み
再
利
用
推

進
団
体
の
抜
き
取
り
が
発
生

し
、
マ
ナ
ー
が
低
下
し
て
い
る

が
、
通
達
を
出
し
た
か
。

　

条
例
を
改

正
し
て
通
達
を
し
た
。

　

厚
陽
公
民
館
の
敷
地

の
中
に
あ
る
資
源
ご
み
置
場
は

い
つ
ご
ろ
で
き
、
ど
こ
の
団
体

が
管
理
し
て
い
る
の
か
。

　

平
成
14
年
３
月

１
日
か
ら
で
、
厚
陽
地
区
環
境

衛
生
推
進
協
議
会
が
管
理
し
て

い
る
。　

こ
の
団
体
は
地
方
自

治
法
で
認
定
さ
れ
て
い
る
団
体

か
。

　

地
方
自
治
法
で

認
定
さ
れ
た
団
体
で
は
な
い
。

　

厚
陽
地
区
の
自
治
会

に
環
境
衛
生
推
進
助
成
金
が
、

市
か
ら
出
て
い
る
が
知
っ
て
い

る
か
。

　

助
成
金
が
出
て

い
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、

金
額
ま
で
は
知
ら
な
い
。

　

市
内
に
は
い
ろ
い
ろ

な
団
体
が
あ
る
が
、
公
民
館
の

敷
地
を
借
り
た
い
と
申
し
出
が

あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
と
し
て

は
ど
う
す
る
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
事
情
が
許
せ
ば
、
許
可
す

る
。

　

こ
の
使
用
許
可
は
、

公
民
館
条
例
第
４
条
の
ど
の
項

に
該
当
す
る
の
か
。

　

第
４
条
第
６
項

の
施
設
を
住
民
の
集
会
そ
の
他

の
公
共
的
利
用
に
供
す
る
こ
と

に
該
当
す
る
。

　

敷
地
の
中
に
住
民
が

造
っ
た
施
設
で
あ
る
。
条
例
に

は
該
当
し
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

　

住
民
が
造
っ
た

施
設
で
あ
る
が
、
当
時
の
町
が

設
置
す
る
こ
と
を
認
め
た
施
設

で
あ
る
。
契
約
等
は
な
い
が
、

今
後
に
つ
い
て
は
、
全
部
の
公

民
館
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

す
る
。

　

㈱
小
野
田
公
衛
社

は
、
市
が
出
資
の
全
額
を
保
有

し
、
し
尿
処
理
等
の
衛
生
事
業

を
行
っ
て
い
る
中
で
、
同
社
に

対
し
て
一
般
職
の
市
職
員
を
社

長
に
就
任
さ
せ
て
い
る
の
は
、

兼
務
で
あ
っ
て
も
法
的
に
は
問

題
は
な
い
の
か
。

　

役
員
派
遣
は
兼

務
で
あ
り
、
市
長
の
承
認
の

下
で
行
わ
れ
て
お
り
問
題
は
な

い
。

　

１
億
円
の
寄
附
を
受

け
て
い
る
が
、
同
社
の
不
測
の

損
失
が
生
じ
た
時
、
何
ら
か
の

支
援
が
あ
る
の
か
。

　

寄
附
金
受
け
入

れ
は
条
件
付
き
で
は
な
く
支
援

は
な
い
。

　

市
は
し
尿
処
理
業
の

開
業
の
許
認
可
権
を
持
っ
て
い

る
が
、
市
が
同
じ
処
理
業
を
経

営
し
て
い
る
中
で
、
許
認
可
権

を
行
使
す
る
こ
と
に
違
和
感
は

生
じ
な
い
か
。

　

同
社
の
件

は
、
環
境
行
政
の
中
の
重
要
課

題
で
あ
り
、
民
営
化
の
方
向
を

含
め
今
後
慎
重
に
検
討
す
る
。

　

当
社
の
問
題
は
、
根

本
的
な
と
こ
ろ
を
含
め
て
解
決

す
べ
き
重
要
な
行
政
課
題
で
あ

る
。許
認
可
権
を
行
使
す
る
時
、

公
平
・
公
正
と
い
う
観
点
か
ら

見
れ
ば
疑
念
を
持
た
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。将
来
構
想
と
し
て
は
、

民
営
化
の
方
向
で
早
急
に
検
討

す
る
。　

同
じ
事
業
を
行
う
市

が
同
業
他
社
に
対
し
、
許
認
可

事
務
を
取
り
扱
う
こ
と
は
誤
解

を
招
き
易
い
。

　

市
長
は
将

来
構
想
の
中

に
民
営
化
も

考
え
る
と
の

こ
と
だ
が
、

こ
の
件
は

超
え
る
べ
き

課
題
が
多
い

が
、
市
長
の

任
期
が
あ
と

半
年
で
は
時

間
不
足
で
あ

る
。
合
併
以

来
の
諸
懸
案

も
多
く
、
こ

の
問
題
も
含

め
て
、
来
期
も
引
き
続
き
解
決

に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
う

が
市
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　

し
尿
処
理
事
業
の
許

可
申
請
を
却
下
し
た
こ
と
で
、

訴
訟
と
な
っ
た
が
、
行
政
の
抱

え
る
難
問
の
一
つ
で
あ
る
。
今

（
来
年
４
月
任
期
）
や
め
る
こ

と
は
責
任
放
棄
と
考
え
る
。
来

年
の
市
長
選
挙
に
は
前
向
き
に

出
馬
を
検
討
し
て
い
る
。
信
任

を
得
て
問
題
解
決
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

教
育
部
長

議
員

教
育
部
長

議
員

教
育
部
長

議
員

教
育
部
長

議
員

教
育
部
長

議
員

教
育
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

総
務
部
長

議
員

環
境
経
済
部
長

市
長

議
員

市
長

資

源

ご

み

事

業

衛
藤　

弘
光　
議
員

㈱
小
野
田
公
衛
社
の
経
営

岡
田　

事　
議
員

自治会ゴミステーション

小野田浄化センター
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山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
旧
山
陽

地
区
を
中
心
に
活
動
す
る

少
年
サ
ッ
カ
ー
の
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
で
す
。
現
在
は
厚

狭
・
出
合
・
埴
生
小
学
校

だ
け
で
な
く
、
宇
部
市
か

ら
も
仲
間
が
来
て
練
習
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
は

世
界
で
通
用
す
る
選
手
を

求
め
て
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
で
、
よ
り
た
く
ま
し
い

選
手
」
の
育
成
を
指
導
者

に
訴
え
て
い
ま
す
。
私
た

ち
も
山
陽
小
野
田
出
身
の

選
手
が
い
つ
か
世
界
の
舞

台
で
活
躍
で
き
る
よ
う
自

分
で
考
え
判
断
で
き
る
、

そ
し
て
、
人
々
の
見
本
と

な
れ
る
選
手
を
育
て
よ
う

と
日
々
指
導
し
て
お
り
ま

す
。

　

先
日
、
私
た
ち
は
鹿
児

島
の
鹿
屋
に
遠
征
に
行
っ

た
の
で
す
が
、
点
在
す
る

児
童
公
園
の
ほ
ぼ
す
べ
て

が
、
安
い
も
の
ら
し
い
の

で
す
が
芝
が
張
ら
れ
て
お

り
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
が
で

き
る
ほ
ど
の
広
場
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

ゴ
ー
ル
も
置
い
て
あ
り
ま

す
。
管
理
は
使
用
者
が
主

に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
試
合
会
場
も
素
晴

ら
し
い
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

使
用
料
は
安
く
非
常
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
に
よ
っ
て
事
情
は

様
々
に
異
な
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
、
ま
た
、
差

し
迫
っ
た
国
体
に
向
け

て
、
是
非
、
市
に
も
よ
り

よ
い
環
境
を
整
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
た
遠
征

で
し
た
。

　

国
の
警
告
ラ
イ
ン
を
ク
リ
ア

し
、
破
綻
は
回
避
で
き
た
も
の

の
、
財
政
健
全
化
は
依
然
〝
茨

の
道
〞
の
「
わ
が
ま
ち
の
台
所

事
情
」
…
ふ
と
見
上
げ
た
空
の

青
白
い
三
日
月
に
心
細
さ
が
重

な
る
秋
の
夜
長 

（
河
野
朋
子
）

　

続
出
す
る
食
品
疑
惑
は
、
今

ま
で
の
消
費
生
活
へ
の
警
鐘
で

し
ょ
う
か
。

　

自
給
自
足
が
理
想
な
ら
せ
め

て
も
の
「
地
産
地
消
」
の
薦
め
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、

実
り
の
秋
に
感
謝
!

 

（
岩
本
信
子
）

　

山
道
傍
に
鎮
座
し
て
お
ら
れ

る
佛
様
の
頭
に
、
毬
栗
が
落
ち

て
き
ま
し
た
。
佛
様
は
、
動
じ

る
こ
と
も
な
く
、
た
だ
俗
世
の

安
寧
を
念
じ
て
お
ら
れ
る
お
顔

で
あ
り
ま
し
た
。

　

人
の
世
は
、
ま
だ
ま
だ
一
波

乱
、
二
波
乱
あ
り
そ
う
な
気
の

す
る
秋
半
ば
で
し
た
。

 

（
二
歩
材
臣
）

　

振
り
込
め
詐
欺
が
横
行
し
て

い
る
。

　

む
か
し
、
親
か
ら
「
騙
す
人

間
に
な
る
な
ら
、
騙
さ
れ
る
人

間
に
な
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ

た
の
を
思
い
出
す
。

　

卑
怯
な
詐
欺
師
達
に
お
年
寄

り
の
心
が
踏
み
に
じ
ら
れ
て
い

る
。

　

絶
対
に
許
せ
な
い
!

 

（
中
元
稔
）

ご応募の際にご提供いただきました
個人情報は、賞品発送の目的範囲内
で使用し、第三者への開示や目的以
外での利用は一切行いません。

官製ハガキまたはメールで、クイズの答え、住所、氏名を明記してご応募ください。正解者の中
から抽選で 10名の方にクオカード（日本トーター㈱山陽オート事業所提供）を差し上げます。ぜ
ひ、議会だよりに対するご意見・ご感想もあわせてお寄せください。お待ちしております。

■応募宛先　〒 756-8601　山陽小野田市日の出一丁目１番１号
市議会事務局

E-mail：gikai@comm.cty-so.jp
■応募締切　平成 20年 12月 15日必着
■当選発表　賞品の発送をもって、かえさせていただきます。

山
陽
Ｊ
Ｆ
Ｃ
監
督

野
村 

浩
一
さ
ん

ア：あさたろう　　イ：ひるたろう　　　ウ：ねたろう

ア：ゴムの木　　　イ：くろがねもち　　ウ：バナナの木

ア　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　ウ

市民
の
こえ

編
集
室
よ
り

コーナー　　３問クイズ
Ｑ１．このキャラクターの名前は何？

Ｑ２．市の木はどれ？

Ｑ３．市役所はどれ？

さんようおのだ議会だより

16■編集：山陽小野田市議会だより編集委員会　〒 756－8601　山陽小野田市日の出一丁目1－1　0836－82－1182　shigikai@city.sanyo-onoda.lg.jp ■

３問クイズ・市民のこえ
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